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　議員力検定は、有限責任事業組合議員力検定協会が主催されている民間資格の検定試験で、民主主義

の基本である議会政治をはじめ、広く政治の仕組みを「検定」を通じて学んでいこうというものです。

この検定を受けることで、市議会や市政などの仕組みを知り、市政に参加していくきっかけや、議会に

関心をもつ機会にしていただければと思います。 

　再選された市長のもと、新年度の予

算を審議する２月定例会が開かれまし

た。今号から質疑だけでなく、答弁も掲載できるように紙面を

増やしました。以前よりも議会でのやりとりがわかりやすくな

ったのではないかと思います。皆様からの御意見等をお聞かせ

ください。 　　　　　　　　　　　議会広報編集委員一同 

～やってみよう！ 議員力検定～ 

Ａ．自分が首長、議員に立候補して、よりよい 

　　まちをつくるよう努力をする。 

Ｂ．自分の考えに近い人を、選挙で選ぶ。  

Ｃ．あきらめて、ほかのまちへ引っ越す。  

Ｄ．地方税の支払いを拒否する。 

Ａ．数値などにより表明した政策が実現できた 
　　かどうか判断できるので、政治家を評価で 
　　き、次の選挙に役立つ。 
Ｂ．政策を言いっぱなしにできにくくなり、政 
　　治家としての責任を持つようになることが 
　　期待される。 
Ｃ．マニフェストとはイタリア語で「はっきり 
　　示す」という意味で、発祥はイギリスであ 
　　るが、日本では戦前に「公約」と訳されて 
　　用いられた。 
Ｄ．マニフェストを破っても制度的なペナルティは 
　　ないので、マニフェストが効果をもつためには 
　　政治的に責任を追及することが大事である。 
 

Ａ．請願は法律に規定があり、議会は必ず受理 
　　し、誠実に処理しなくてはならない。 

Ｂ．陳情は、法律に規定がないので、議会は必 
　　ずしも審査する必要はない。 

Ｃ．請願には、趣旨に賛同する紹介議員を必要 
　　とする。 

Ｄ．請願が採択された場合、該当する関係機関に 
　　よって必ずその趣旨に沿った措置が行われる。 
 

　選挙運動で禁止されているものを一つ選択
してください。 

Ａ．街頭で、たまたま会った人に投票を依頼すること 

Ｂ．電話で、投票を依頼すること  

Ｃ．会社の休み時間などに、そこにいる人に演 

　　説をすること  

Ｄ．１日中、拡声器を使って街頭演説を行うこと 

 住民が議会に対して要望などを行う方法と
して、請願や陳情などがありますが、次の記
述のうち明らかに間違っているものを、一つ
選択してください。 

 住んでいるまちに不満があります。次の記
述で法律的に間違った行動を、一つ選択して
ください。 

 マニフェスト（政策）の効果に関する記述のう
ち、間違っているものを一つ選択してください。 


